
出口戦略

人生100年時代に
安心できる出口戦略

＃35



老後に安心するために
どうしたらいいの？



結論
WPPモデルを基本として、3つの収入源を確保すること

勤労
収入

資産
収入

年金
収入

W P P



参考 23回目のWPPの勉強会の動画

人生100年時代の老後設計「WPPモデル」を具体的に解説



Q

具体的にどのようにすれば
安心した老後にできるの？



A
公的年金の範囲
で生活をする



A
年金は終身給付で
もらえるから



出口戦略で考えるべき収入一覧（WPP）

勤労収入（W）

60歳 65歳 70歳 75歳 80歳 85歳

何歳まで働くのかによるが、65歳以上も4人に1人は
働いている現状のため、70歳が既定路線

退職金（P） 退職金の減少や会社により、金額も時期も大きく違う

企業年金（P） 60歳から一時金や年金で受け取りが可能

公的年金（P）
６０～75歳までの間で受取開始。
75歳まで繰下げすると、最大84％年金UP

iDeCo（P） ６０～75歳までの間で受取開始

新NISA（P） いつでも引き出しできる

預貯金 いつでも引き出しできる

認知機能の低下で
85歳程度が限界

預貯金は多めに確保



公的年金の繰り上げ受給と繰り下げ受給

公的年金は、繰り下げ受給をすれば最大84%増額することができる

繰り上げ受給
月額×0.4%減額

繰り下げ受給
月額×0.7%増額

年金の受給開始は65歳だが、一か月でも繰り上げ、繰り下げすると金額がかわる



Q

年金って本当は
将来もらえないんじゃない？



A
正しい理解は
もらえるが減少



20%減少した想定で
年金の繰り下げを計算



将来的な年金が減少した場合を想定

将来的な年金は20%減を想定し計算

繰り上げ受給
月額×0.4%減額

繰り下げ受給
月額×0.7%増額



年金だけで
毎月の生活費を賄う
と想定した場合

前提条件



一般的な夫婦の年金収入を約22万円と想定して計算

出典：日本年金機構「令和5年度の年金額の例（67歳以下の場合）」より

一般的な夫婦の年金

約22万円



一般的な夫婦の支出を約24万円と想定して計算

出典：総務省「令和5年度の年金額の例（67歳以下の場合）」より

一般的な夫婦の支出

約24万円



現実的に計算

一般的な夫婦の年金

約22万円
一般的な夫婦の年金

約17.6万円

20％減少

一般的な夫婦の支出

約24万円
生活費17.6-24

約6.4万円不足

10年繰り下げ1.84倍

約32万円
生活費32-24

約8万円余裕
※5年繰り下げ1.42倍なら約25万円なので、5年繰り下げだと、支出24万円とほぼ同じ

収入-支出

繰り下げ
収入-支出



参考）生活費32万円（8万円の余剰で余裕は生まれる）

出典：生命保険文化センター「2022（令和４）年度 生活保障に関する調査」より

ゆとりのある
老後の生活費
平均

37.9万円 最低限の生活費
平均

２３．２万円

ゆとりのための
上乗せ額
平均

14.8万円

8万円余裕があると…
ゆとりのためには少し不足するが、
余裕はある生活が送れるイメージ



年金だけで
毎月の生活費を賄う
と想定した場合

前提条件



Q

どのように出口戦略を
考えていけばよいですか？



A
75歳までの

出口戦略を考える



将来の生活に安心するための出口戦略

60歳 65歳 70歳 75歳 80歳 85歳 90歳 95歳

年金
収入

勤労
収入

資産
収入

勤労
収入

資産
収入

年金
収入

資産
収入

年金
収入

例①

例②

例③

長生きリスクの心配不要75歳までの戦略次第



将来の生活に安心するための出口戦略

60歳 65歳 70歳 75歳 80歳 85歳 90歳 95歳

年金
収入

勤労
収入

資産
収入

勤労
収入

資産
収入

年金
収入

資産
収入

年金
収入

例①

例②

例③

長生きリスクの心配不要75歳までの戦略次第

長生きリスクは
公的年金だけで賄えるので、
考える必要がなくなる



例① 65歳までの一般的な退職を考える場合

60歳 65歳 70歳 75歳

勤労
収入

資産
収入例①

Q ６５歳から７５歳までの間、年金を受け取らずにどのように生活すればよい？

・毎月の生活費が平均２４万円なので、１年間の生活費は約２８８万円

・１０年間で必要なお金は、2880万円（＝288万円×10年）

＜資産収入＞
・新NISA
・iDeCo
・退職金＆企業年金
・預貯金

A １０年間のお金（２８８０万円）のために、資産収入（退職金など）を取り崩す



例② 70歳まで働いて延長して働いた場合

60歳 65歳 70歳 75歳

勤労
収入

資産
収入例②

Q 70歳から７５歳までの間、年金を受け取らずにどのように生活すればよい？

・毎月の生活費が平均２４万円なので、１年間の生活費は約２８８万円

・5年間で必要なお金は、1440万円（＝288万円×5年）

A 5年間のお金（1440万円）のために、資産収入（退職金など）を取り崩す

長く働けば働くほど
必要な資金が減る



例③ 60歳で早期リタイアをして75歳まで考える場合

60歳 65歳 70歳 75歳

資産
収入例③

Q 60歳から７５歳までの間、年金を受け取らずにどのように生活すればよい？

・毎月の生活費が平均２４万円なので、１年間の生活費は約２８８万円

・15年間で必要なお金は、4320万円（＝288万円×15年）

A 15年間のお金（4320万円）のために、資産収入（退職金など）を取り崩す

早期リタイアすれば
必要な金額は増える



出口戦略では
75歳までの資金確保
のための取り崩し
を考えるのが基本



Q

生活費以外のお金は
どうしたらよいのか？



A
生活費＋α
で確保が必要



生活費以外のお金はいくらかかるのか？

生活費
繰り下げ受給をして

75歳からの年金収入

約32万円/月

生活費以外のお金
誰でも必要な点

約1500万円

・介護費用約600万円
・住宅修繕費約７００万円
・葬儀・お墓の費用約250万円

＋
・平均24万円の生活費の中に
「医療費」は含む

・生活費には8万円の余裕があるため、
特別な支出にも対応ができる

出典：総務省「令和5年度の年金額の例（67歳以下の場合）」より



介護費



介護費用の目安

出典：生命保険文化センター「生命保険に関する全国実態調査」／2021（令和3）年度＞ 

介護費用の平均

約8.3万円/月

介護費用の平均

約580万円

在宅介護の場合

4.8万円/月

施設介護の場合

12.2万円/月

在宅介護の費用

約380万円

施設介護の費用

約820万円

約600万円の備えがあれば、1つ安心できると考えられる

介護の平均期間

約5年1カ月

一時費用の費用

約80万円
（介護ベッド等）



（参考）介護費用の詳細

出典：生命保険文化センター「生命保険に関する全国実態調査」／2021（令和3）年度＞ 



（参考）介護期間の詳細

出典：生命保険文化センター「生命保険に関する全国実態調査」／2021（令和3）年度＞ 



（参考）老人ホームの平均入居年齢

出典：令和3年度「高齢者向け住まいにおける運営形態の多様化に関する実態調査報告書」

80歳以上の入居者数が特定施設の８７％を占める

※特定施設：有料老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホームなどで厚労省令で定めた施設
（特定施設が提供する介護サービス費用には介護保険が適用される）



住宅修繕費



住宅修繕費の目安

出典：保険相談サロンFLP 出典：国土交通省「平成18年 増改築・改装等調査結果」

1回の修繕費用の平均

約332万円
65歳以降で2回の修繕を行うと
約700万円の備えは必要だと考えられる



葬儀
お墓の費用



葬儀・お墓の費用の目安

約250万円の備えがあれば安心（もっと下げられる）

出典：「いい葬儀」「第5回お葬式に関する全国調査（2022年）」 出典：2023年版 お墓購入者アンケート調査

葬儀約100万円

お墓約150万円



出口戦略のまとめ

60歳 65歳 70歳 75歳 80歳 85歳 90歳 95歳

年金
収入

勤労
収入

資産
収入

生活費

預貯金１５００万円
生活費
以外

＋

年金収入の範囲内で生活できれば、75歳以降の長生きリスクに安心できる

さらに、生活費以外で1500万円の余剰資金を確保できれば安心できる



出口戦略のまとめ

60歳 65歳 70歳 75歳 80歳 85歳 90歳 95歳

年金
収入

勤労
収入

資産
収入

生活費

預貯金１５００万円
生活費
以外

＋

将来がわからないといって何も考えない状態では、不安を消すことができない

大切なのは今から出口戦略を意識して、1つ1つ進めていくこと。



最後に、知識定着のためアウトプットを提出してください

アウトプットは記憶定着＆出席確認のために、必ず提出してください
当日参加できない方は、勉強会後の2週間後までに動画を見てアウトプット



2024年3月のスケジュール

アウトプットシートの期限
1週間後の3月5日（火）まで

（この日を過ぎたら過去動画アウトプットの方にお願いします）

【3月の勉強会の予定】
参加型勉強会 3月6日（水） 21時～22時
セミナー型勉強会 3月11日（月）21時～22時
参加型勉強会 3月18日（月） 21時～22時
セミナー型勉強会 3月27日（水）21時～22時



本日の説明の中で
わからなかった点はありますか？

質問などご自由にお願いします。

※直接聞けなかった方は、
アウトプットシートにご記入ください。

ご質問タイム
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